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しじゅっぴークイズ答え；①主に東南アジアなどの暖かいところから
南半球のオーストラリアからも渡ってくる鳥もいるよ！

キビタキ

オオルリ

アカハラ

クロジ

木々の葉もすっかり青々

しくなる5月。森の中は鳥

たちの声でにぎわうように

なります。早めに子育てを

始めたシジュウカラやヤマ

ガラのヒナたちは巣立ちをするころでしょう。

親鳥と一緒に過ごし、森の生活を勉強中のポワポ

ワの幼鳥が見られるかもしれません。

また、東南アジアから小鳥の森へとキビタキやオオ

ルリなどの夏鳥たちが続々やってきます。ちなみに夏

鳥とは4月から5月に、日本よりも南の地域から子育て

のためにやってくる鳥のことを言います。子育てのた

めに長旅をしてこの森に来てくれるんですね。うれしい！少しでも多くのヒナが育って

くれるようにそっと見守りましょう。朝早い時間には、キビタ

キの美しい歌声がこだまします。オス同士のはげしいナワバリ

争いが繰り広げられることも。「ブンブン」とハチの羽音のよ

うな音が聞こえてきたら、それはキビタキが背中の羽を逆立て

させて威嚇する羽音かも。3羽の戦いになったり、オス同士がか

らまりあって落ちたり。熱い戦いです。メスが到着するのはオ

スの少しあと。縄張りを勝ち取ったオスは、メスがやってくる

とディスプレイフライト（求愛飛行）をして迎え入れ、メスが

OKを出すと子育ての準

備がスタートします。

ほかにも、アカハラ

やクロジ、ムシクイの

仲間なども一時的に小

鳥の森で羽を休めてい

きます。どの鳥がどの

くらいの間いてくれる

かは年によって違いま

す。見られるチャンス

は5月の中旬ぐらいま

ですので、今年はどん

な鳥がやって来るか、

小鳥の森に観察に来て

みませんか。

●バードウィーク特別企画
「小鳥の森バードフェスティバル」
日 時：5月11日（日）9:00～11:30
場 所：小鳥の森ネイチャーセンター
内 容：バードウォッチング（要予約）、
巣箱づくり（500円/個 要予約）、缶
バッジ（100円/個）、ランプシェード
（100円/個）など

●カメラを持って森歩き
福島キヤノン（株）との協働事業。
カメラの無料貸し出しあります。
日 時：5月17日（土）9:00～11:00
場 所：小鳥の森ネイチャーセンター
対 象：小学生とその保護者
定 員：20名
参加費：無料

※事前に申し込みが必要です。
お電話にてご確認ください。



福島市小鳥の森（ネイチャーセンター）
≪入場無料≫休館日：毎週月曜日（祝祭日の時はその翌日）
開館時間：午前8時30分～午後5時

小鳥の森で宝物（自然の中の生き物）を

見つけることができたらオリジナル缶バ

ッジをプレゼントしています。その日に

見つける宝物が何かをネイチャーセンタ

ーで確認して、写真を撮ってレンジャー

に見せるとミッションクリア！
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（カササギヒタキ科）

「サンコウチョウ」
は「三光鳥」と書き
ます。三つの光とは、
月、日、星のことです。
鳴き声が、「ツキヒー
ホシ・ホイホイホイ」
と聞こえることから
名前がつけられました。
生き物の声を人間の言葉
に置きかえて表現することを
「聞きなし」と言います。はたして本
当に聞こえるかどうかは、ぜひ小鳥の
森に来て確認してみてください。
ところで、オスはバードウォチャー

あこがれの美しい姿をしています。尾
羽が３０cmもあり、紫色がかった黒い
背中とくっきり白いお腹のコントラス
トや、目のまわりとくちばしのあざや
かな青が、南国ムードを漂わせていま
す。英語名が「ジャパニーズ-パラダイ
ス-フライキャッチャー（日本の楽園の
虫とり鳥）」なのも分かりますね。一
方メスは、目のまわりとくちばしは同
様ですが、尾羽は短く、体色も茶褐色
で、オスのような派手さはありません。
でもあの鳴き声は同じです。
小鳥の森でも、森の奥から鳴き声だ

けが聞こえてきます。もし、あの南国
風な姿を見られたら、何かいいことあ
るかも。

問題）さわやかな風が吹く5月、いつの
間にか空を飛びまわってるツバメたち。
いったいどこからやってきたの？

①主に東南アジアなど暖かいと
ころから
②ロシアなどの寒いところから
③アメリカ大陸から

ヒント
●飛ぶ距離は2000Km～5000Km！
（福島市と郡山市の距離は約40Km）
●途中で沖縄を通るよ
●コラムを読むとさらにヒントが！

※答えはこの号のどこかにあるよ

答えは子育てのため。
暖かくなった日本で、
たくさんの虫をつか
まえて、ヒナたちに
エサを与えます。
秋になると暖かい

南国へ戻りますが、
そこでは巣を作らず
に、電線などにねぐ
らを作って集団で夜
をすごします。
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